
令和4年度
建設業デジタル促進モデル
事業現場⾒学会
株式会社 ⻑重建設



工事概要

工事名 河改 第4-1-1号 吉野川河川改修工事

工期 令和4年9月28日～令和5年3月17日

工種 護岸工(平ブロック張)  A=242m2

施工延長 L=26.1m

発注者 高知県 中央東土木事務所 本山事務所

工事場所 高知県長岡郡本山町 寺家



情報化施工

ICT活用工事（1000m3未満）

「施工者希望型」

河川土工_掘削工・床掘り



ＩＣＴ施工技術の具体的内容建設生産プロセスの段階
地上型レーザースキャナーを用いた起工測量起工測量

３次元設計データの作成
３次元ＭＧバックホウＩＣＴ建設機械による施工
トータルステーション等光波方式を用いた出来形管理出来形管理等の施工管理

３次元データの納品

ICT適用技術

当社の受注する工事はほぼ山間部での施工です。GPSは不安定でモバイル通信も全くできない所があ
ります。今後の汎用性も踏まえ、ICT技術はそれらに依存しないものを採用しました。



機器構成
名称項目

iX-1005 SOKKIA
(株)トプコン

トータルステーション

GLS-2200  TOPCON
(株)トプコン

地上型レーザースキャナー

SiTE-Scope ver.7.00.01
(株)建設システム

点群処理ソフトウェア

SiTECH 3D 2023 ver11.10.00
(株)建設システム

3次元設計データ作成ソフトウェア

デキスパート ver6.5
(株)建設システム

出来形帳票作成ソフトウェア

杭ナビショベル
日立建機(株)

ICT建機(マシンガイダンス後付けキット)

LN-150
(株)トプコン

杭ナビ

本補助金で
導入



情報化施⼯年表
ICT TIME LINE

2019
3次元設計データ作成

自動追尾TS
3次元設計データ
作成ソフト導入

2020 2021
3次元地形測量

地上型LS
点群処理ソフト導入

2022
ICT土⼯運用開始

杭ナビショベル導入
高知県発注工事で
ICT土工運用開始
(今回紹介する工事)

2023
現在

高知県発注工事２件
国交省発注工事1件
でICT活用

00
(株)⻑重建設/令和4年度建設業デジタル化促進モデル現場⾒学会

2023.9.13

3次元測量実施
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適用区域

適用工種は掘削工約800m3となっています。

赤色がICT施工適用範囲です。



地上型レーザースキャナーで起工測量実施

レ－ザースキャナーは一年ほど前に導入しました。実験的に数件の現場で使用してきました。
今回の工事では正式に運用しました。



点群データ

点群データです。レ－ザースキャナーは一年ほど前に導入しました。実験的に数件の
現場で使用してきました。今回の工事では正式に運用することとなりました。

こいつは

いいぜ!





平面図

縦断図 横断図



３次元設計データ

３次元設計デ－タ作成については数年前よりソフトウェアを導入していました。
構造物は単純だったのですが初めてだったので時間がかかってしまいました。

快速ナビ
データ転送

杭ナビショベル
データ転送

作成したデータはよくチェックしましょう。



MACHINE GUIDANCE ICTバックホウ



TS式 ICTショベル

※価格はネット
で調べたもので
す



TS式 ICTショベル

ICT土工は上記のMGシステムで施工しました。後付け式です。シンプルです。



TS式 ICTショベル

バケットを基準点に近づけて、正常に測位されているか確認します。
誤差は概ね2～3cmには収まってくると思います。土工の管理としては十分な精度ですね。



TS式 ICTショベル



TS式 ICTショベル



TS式 ICTショベル



TS式 ICTショベル 掘削完了



3次元計測技術による 出来形管理



自動追尾 TS

河川土工出来形計測については上記の器械を使用しました。日々の測量でも使用しました。



段階確認等

ICTバックホウでの掘削状況と掘削出来形は立会をしました。

掘削状況 出来形検測



出来形管理図表(断面管理)

ソフトを介して、このような帳票も自動生成されます。



出来形管理図表(面管理)

レーザースキャナー計測での面管理も試行しました。



ICT土⼯と従来方法の比較ICT土⼯と従来方法の比較

3

20

2
6

14

1
0

10

20

30

40

50

起工測量 機械による施工 出来形管理

工期の比較

従来手法 ICT活用

3

30

1
6

14

0.5
0

10

20

30

40

50

起工測量 機械による施工 出来形管理

人工の比較

従来手法 ICT活用

ICT建機での掘削については、丁張設置や掘削中の確認、補助人員による作業が概ね無くなり、
時間、人員削減を達成する事ができました。



弱点 メリット

情報化施工



メリット
• 3次元データの活用により、認識のズレやミスを防げる
• 計測時間短縮による省人化、 省力化が図れます
• 技術導入により経験の少ない人や若手が取組みやすい
• 加齢による能力低下を補完。 など

ウイークポイント
• 中小企業においてはコストや人材などの面で必要な初期投
資が難しい。 など



END

www.chojyu-k.co.jp


